まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


安全のためのま意事項を守る 


この「安全のために」のま意事項をよくお読み 
<ださい。 


定期的に点検ずる 


1年に一固ホ、 AC バワーアダプターのプラグ部 
とコンセントとの間にほこりびたまっていない 
か、故障したまま使用していないか、などを点 
検してください。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、 AC パワーアダプ 
ターなどが破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店または ソニー サービス窓口に修 
理をご依頼ください。 


因\危険 I 下記の注意を守5ないと、 

义災•発熱•発义 • 
感電にょ〇死亡ゃ大けび 

の原因となりまず。 

指定 W かの AC パワーアダプターを巧わない 

充電するとさは、必ず指定の AC パワーアダプ 
ターを使用して < ださい。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災 
やけが、周囲のミち損の原因となります。 

0 

禁止 

义の中に入れない 

0 

禁止 


义災 感電 


万一、異常び起さた5 


^ 〇電源を切る 
© AC パワーアダ 
プターをコンセ 
ントか6巧< 

〇お買い上げ店ま 
たは ソニーサー 
ビス窓口に修理 
を巧巧ずる 


お買い上げ店またはソニーヴービス窓口にお持 
ちになる際は、必ずヘッドホンとプ□セツサー 
を一緒にお持ちください。 



警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよく理解してか 
ら本文をお読みください。 

I A ■除 I この表おのを意事項を守らない 
I 山にドス I と、火災■感電-漏液-発熱- 

破裂などにより死 t や大けがな 
どの人身事故が生じます。 


I A 敬化]この表巧の江忌事項を守りない 
I …胃叫 と、大けがなど人身事故の原因 
とな0ます。 

I A 守青]この表示のを意事項を守らない 
I 一'似 I と、感電やその他の事故により 

けがをしたり周辺の家財に損害を 
与えたりすることがあります。 


ミ主意を促す記号 


A A A 

'ま意 乂災 感電 


行為を禁止ずる記号 


0 ® ® 

禁止接触禁止分解禁止めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 


〇處 

指示つラグをコン 
セントから巧く 


分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点検およ 
び修理は ソニーの 相談窓口またはお買い上げ 
店、 ソニーサービス 窓口にご依頼ください。 



义のそばや炎天下などで巧電した0放置しない 


0 

禁止 


下記のを意を守6ないと、 


应警告 


义災•発熱.発义 
感電にょりやけどゃ 

义災 感電 ifkV 

天1了万 t の原因となります。 


運捉中は使用しない 

自動車の運転をしながらへッドホンを使用した 
り、細かい操作をしたりすることは絕对におや 
めください。交通事故の原因となります。 



内部にかや異物を入れない 

水や異物が入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物が入ったとさは、すぐに 
使用を中止し、 AC パワーアダプターをコンセ 
ントから抜いて、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓口にご相談ください。 

0 

禁止 



I * 、、叫 下記のま意を守 5 ないと、 

I 心'忌 I けび をしたり周辺の家財に 

} 貝胃を与えたりずることび 
ありまず。 

めれた手で AC パワーアダプターをさわ旦ない 

感電の原因となることびあります 


めれ手禁止 

大音量で長時間つヴけて聞まずぎない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづ 
けて聞くと、聴力に悪い影響を与えることが 
あります。呼びかけ日れて返事ができるく6 
いの音量で聞さましよラ。 



通電中の AC パワーアダプターに長時間ふれ 
ない 

長時間皮膚がふれたままになっていると、低 
温やけどの原因となることがあります。 

0 

禁止 

本なや AC パワーアダプターを巧団などでお 
おった巧態でほわない 

熱びこちってケースび変おしたり、火災の原 
因となることびあります。 

0 

禁止 


はじめか6ボリユームを上ばずぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがあり 
ます。ボ U ユームは徐々に上げましよラ。と 
くに、 MD 、 CD や DAT など、雑音のかない 
デジタル機器を聞くときにはごを意くださ 
い。 

0 

禁止 

かゆみなど違和感がおった6ほわない 

使用中、肌に合わないと感じたときは使用を 
中止して医師またはお買い上げ店、ソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

0 

禁止 




この製品を巧かでほ用しない 

AC バワーアダプターは、日本国内専用です。 
交流100 V の電源でお使いください。ミ毎外など 
で、異なる電源電圧で使用すると、义災-感電 
の原因となります。 



雷び鳴0だした百、 AC パワーアダプターに 
触れない 

感電の原因となります。 



長時巧ほ用しないときは AC パワーアダプ 
夕一を巧< 

長時間使用しないときは、安全のため AC パ 
ワーアダプターを コンセントから抜いてくだ 
さい。 

运 

フ。ラグをコン 
セントか6おく 

お手入れの隐、 AC パワーアダプターを巧< 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入 
れをすると、感電の原因となることがありま 
す。 

运 

つラグをコン 
セントからほく 


電池についての 
安を上のご注意 

源：141•破裂•巧熱•発义•誤が 

による 大けた S や失明を避けるため、下記 
のま意事項を必ずお守り <ださい。 

IA 危険 1 巧電式電池が液漏れしたとき 

巧電式電池の液が漏れたときは素手で液をさ 
わ 5 ない 

液が本体内部に残ることがあるため、ソニー 
の相談窓口またはソニーサービス窓口にご相 
談ください。 

液が目に入ったときは、失明の原因になるこ 
とがあるので目をこす6ず、すぐに水道水な 
どのされいな水で充分洗い、ただちに医師の 
ミ台療を受けてください。 

液が身体やを服についたとさを、やけどやけ 
がの原因になるので、すぐにされいな水で洗 
い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるとさ 
には医師に相談してください。 

因 S 危晩巧電式電池について 

• 指定された充電器政外で充電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下 
の車中など、高温の場所で使用-保管-放置 
しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 
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ワイヤレス 
ステレオベッドホン 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラごさ’いまず。 

A ' -敬化 I 電気製品は安全のための注意事項を守5ないと、火災や 

日 U I 人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取0扱し、 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全に 
お使いください。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず 
保管してください。 


曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 


鎮 

Li-ion 


U チウムイオン電池は、 U ヴイク 
ルでさます。不要になった U チウ 
ムイオン電池は、金属部にセ□八 
ン テープな どの絶縁 テープを 貼っ 
て充電式電池 U サイクル協力店へ 
お持ちください。 


MDR-RF7000 

©2007 Sony Corporation Printed in Malaysia 


充電式電池の回収- U サイクルおよび U ヴイク 

ル協力店については 

有限責任中間法人 J 目 RC ホームページ 

http :// www . jbrc . net / hp / contents / 

index . html を参照してください。 
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主な特長 

本システムは DVD 等のマルチチャンネルソー 
スのヴラウンド音場をワイヤレスで楽しめるデ 
ジタルサラウンドへッドホンシステム MDR - 
DS 7000専用の増設へッドホンです。 

DVD 機器や目 S / 地上デジタルチューナー、 
ゲーム機などと本システムのデジタルサラウン 
ドプ□セッヴーを付属の光デジタル接続ケープ 
ルで接続するだけで、大迫力のサラウンドサウ 
ンドを周囲に気兼ねすることなく楽しめます。 

• 障害物を気にすることなく使用が可能なデジ 
タル無線伝送方式ワイヤレスへッドホン。 

非圧縮伝送により CD と同等の音質を実現。 
ほ I 」達距離最大約3日 rrr ) 

• 他の 2.4 GHz 帯使用機器との干渉を防ぐ n 」 
アルタイムチャンネルセレクション機能」を 
搭載 

• へッドバンド調節不要のフ U —アジャスト機 
構を採用、また、へッドホンをかけるだけで 
自動的に電源が入り、はずすと自動的に電源 
が切れる、オートパワーオン/オフ機能 
• 長時間の使用においてち疲れを感じさせない 
軽量へッドホン 

• へッドホンを好みの位置に置いて充電でさる 
「レイアウトフ U - バッテ U - チャージング」 

* 到達距離は目安です。周囲環境により到達距離 
び変わる場をびあ0ます。 

別売りのプ□セッヴーが必要でず 

本機は単体ではお使いになれません。別売りの 
デジタルサラウンドへッドホンシステム 
MDR - DS 7000と組み合わせてお使いくださし、。 


主な仕様 

-般仕様 

再生周波数帯域6〜25,000 Hz 
電源 内蔵 U チウムイオン充電式電池 

質量 約28己 g 

付属品 

取扱説明書（本書） （1) 

スタンド （1) 

ソニー ご相談窓口のご案内 （1) 

保証書 （1) 

その他印刷物一式 

本機の仕様および外観は、改良のため予告な< 
変更することがありますが、ご了承ください。 



上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

「30引 + r#j 

を巧してください。直接、担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX (共ほ） 0120-333-389 

泛付時因 ち〜金:9:00〜20:00 ±•日•祝日:9:00〜17:00 


ソニー株式会社 干1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 



















►準燃 


► 使し、かた 


へッドホンを巧電する 

本機は U チウムイオン充電式電池を内蔵してい 
ます。充電してからお使いください。 

MDR - DS 7000に付属の AC ノ（ワーアダプター 
を、 ヘッドホンの DC IN 9 V 端子と電源]ンセ 
ントに接続します。へッドホンの CHG (充電） 
ランプがホく点灯し、充電が始まります。 



約3時間猿に充電が完了し、 CHG 伉電）ラン 
プが消灯します。 

充電が完了したら、 AC パワーアダプターをは 
ずします。 

ごま意 

充電は0 ° C 〜40 ° C の環境で行なってください。 

この範囲を超えると満充電されない場合がありまず。 


音声を聞ぐ 

MDR - DS 7000の取扱説日月書もあわせてご覧く 
ださい。 

1 音芦を聞く機器の電源を入れる。 

2 プ□セ ッサーの 電ミ原を入れる。 

3へッ ドホンをかける。 

ち八ウジング部をち耳に、左八ウジングを 
左耳にあねせ、フ U —アジャストバンドが 
頭の上に付くよラにへッドホンを垂直にか 
けます。ヘッドホンをかけると、自動的に 
電源が入り、ち八ウジングの電源ランプが 
青く点灯します。（才ートノのーオン機能） 
'安ヒント 

へッドホンのご使巧中に充電式電池の残量び 
なくなったとさは、「ヘッドホンを充電する」 
の手順で AC パワーアダプターをへッドホンの 
DC IN 9 V 端テと電源コンセントにつなざ、 
ヘッドホンをかけてください。充電をしなび 
らへッドホンを使うことびできます。 


へッ ドホンか6ビープ音び聞こえ 
るとをは 

プ□セッヴーの電源が入っていないか、電波の 
届く範囲から離れてへッドホンの受信状態が悪 
くなると「ピッピッピッ…」といラビープ音が 
聞こえます。ビープ音が聞こえたらプ□セッ 
ヴーの電源を入れるか、プ□セッヴーに近づい 
て電波の届 < 範囲でお使い < ださい。 

プ□セッヴーに電源が入っていて、プ□セッ 
ヴーに近づいてもビープ音が止まらない場合 
は、 2.4 GHz 帯の無線周波数を使用する無線機 
器や電子レンジから発生する電磁波などの影響 
を受けている可能性が考えられます。政下の巧 
応方法をお試し < ださい。 

• 本システムの周波数チヤンネルの設定を 
「 MANUAL 」 にしてお使いのときは 、 RF 
CH スイッチで影響のかないチヤンネルに切 
り換えるか、 AUTO / MANUAL スイッチを 
「 AUTO 」 に切り換える。 

詳しくは、 MDR - DS 7000の取扱説明書をご 
覧< ださい。 

• プ□セッヴーの位置を変える。 

•2.4 GHz 帯の無線周波数を使用する無線機器 
や電子レンジなど、影響を与えている機器の 
化置を変える。 


巧電時間の目まと持続時間 


巧電時間 

持続時間* 1 

約3時間 

約10時間 AS 

約30分*4 

約3時間 


*11 kHz,1 mW+1 mW 出力時 
が電池残量がない状態から、満充電するのにかかる時間 
が周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる 
場合びあ0ます。 

電池残量がない状態からの時間 

巧電式電池の残量を確認する 

フリーアジャストバンドを引き、ち八ウジングの 
電源ランプが青く点なすれば使用できます。電源 
ランプが点打しないとさ、ランプが暗い、音が途 
切れたりするときは、充電してください。 



• 長い間使わなかったとさは、充電式電池の持 
続時間が短くなることがあります。何回か充 
放電を繰り返すと、充分に充電できるように 
なります。 

• 充電式電池の持続時間が通常の半分ぐらいに 
低下した場合は、充電式電池の寿命と考えら 
れます。充電式電池の交換については、お近 
くの ソニー サービス 窓口にご相談ください。 

プ□七ツサーの ID をへツドホン 

に登録する 

プ□セツヴーには固有の ID が設定されていま 

す。本機を増設する場をは、プ□セツヴーに設 

定されている ID をへツドホンに登録しなければ 

使用することができません。必ず登録作業を 

行ってください。 

1 プ□セツサーの電源を入れる。 

2 へツドホンをかける。 

へツドホンの電源が入ります。 

ご注意 

内蔵の充電式電池を事前に充電するか、へツ 
ドホンに電源をつないでか5登録作業を行 
なって < ださい。 

3 へツドホンのビープ 

音び変わるまで 
EFFECT/ID SET ポ 
タンを押し続ける。 

へツドホンからのビープ音 
の聞こえかたが変わり、 

へツドホンが ID 登録待機状 
態になります。 

4 プ □セツサー の ID SET ボタンを押す。 

プ□セツヴーから ID が送られます。 

増設したへツドホンに ID び登録された b ビープ 
音が「ピー」と変化し、使用可能になります。 

ごま意 

•へツドホンの ID 登録待 
機状態は約30砂です。 

この間にプ□セツヴー 
の ID SET ボタンを押し 
て < ださい。 

• 複数台を同時に ID 登録 
作業することはでさま 
せん。1台ずつ登録して 
<ださい。 



4 音量を調節する。 



ごま意 

映画の音声を聞<場含、静かなシーンで音量 
を上げすぎて、急な爆発シーンなどで耳を痛 
めないよラごを意 < ださい。 

5 使い終わった!5、プ□セッサーの 
電源を切る。 

プ□セッヴーの POWER (電源)スイッチを 
巧して、主電源を切ります。 

ごま意 

へッドホンをはずす前にプ□セッヴーか 5 AC 
パワーアダプターをはずすと、雑音び入るこ 
とびおります。 

う•ヒント 

へッドホンの PROCESSOR POWER (プロ 
セッサー電源）ボタンを押ずと、プロセッサー 
の電源びスタンバイ状態にな0ます。プ〇 
セツサーを一時的に使わないとをなどにお使 
い < ださし、。 



プ□セッヴーびスタンバイ状態になると、 
STANDB 丫ランプび点なします。 

スタンバイ状態か5プ□セッヴーの電源を入 
れるとさは、へッドホンをかけた状態で 
PROCESSOR POWER (プ□セッヴー電源） 
ボタンを再度巧すか、プ□セッサーの 
POWER 價源）スイッチ封甲して一度ま電源 
を切り、再度入れ直します。 

6へッ ドホンの電源を切る。 

へッドホンをはずすと、自動的にへッドホン 
の電源が切れます。讨ートパワーオフ機能） 
ヘッドホンをはずした5、スタンドの上に乗 
せて保管します。 



ごま意 

お使いにな5ないとさは、オートパワーオン 
機能び働かないよラに、フ U —アジャストバ 
ンドが下がった状態でへッドホンを保管して 
ください。 




► その他 


本機を廃棄する 

本機は U チウムイオン充電式電池を左ユニット 
に内蔵しています。 

環境な全のために、本機を廃棄ずる際は、充電 
式電池を取りはずし適切に廃棄して<ださい。 
充電式電池を取りはずす際は、 AC パワーアダ 
プターを抜いて < ださい。 

1 ちユニットのイヤーパッドを取り 
はずし、図の位置にあるねじを4か 
所取りはずす。 



2 ち ユニッ トをはずし、内部の基板 
上にあるコネクタをはずす。 



ごミち意 

内部のコードを切断しないように、コネクタ 
をはずして < ださい。 

3 基板をはずし、図の位置にあるね 
じを1か所取りはずす。 


基板 


ご注意 

内部のコードを切断しないように、基板をは 
ずして < ださい。 

4 充電式電池を覆っているカバーを 
ずらして取りはずし、充電式電池 
をカバーからはびして取りはず 
す。 




使用上のごミ主意 

取0巧いについて 

• 本機を落としたりぶつけたりなど強いシヨッ 
クを与えないでください。故障の原因となり 
ます。 

•本機を分解したり、開けたりしないでくださ 
し、。 


イヤーパッドについて 

イヤーパッドは消耗品です。日常の使用や長期 
の保存により劣化しますので、破損したら交換 
して < ださい。 

イヤーパッドを交換する場合は、ソニーヴービ 
ス窓口にご相談ください。 


巧障かな？と思った6 


設置について 

次のような場所には置かないでください。 

-直射日光があたる場所や暖房器具の近くなど 
温度が非常に高い所。 

-ほこりの多い所。 

-ぐ6ついた台の上や傾いた所。 

-振動の多い所。 

-風呂場など、湿気の多い所。 

AC パワーアダプターについて 

• 必ず MDR - DS 7000に付属の AC パワーアダ 
プター（極性統一おプラグ- J 曰 TA 規格）を 
お使い<ださい。プラグの極性など異なる製 
品を使ラと、故障の原因になります。 



極性統一おプラグ 


• 電圧やプラグ極性が同じ AC パワーアダプ 
ターでち、電流容量その他の要因で故障の原 
因になります。必ず MDR - DS 7000に付属の 
AC パワーアダプターをご使用ください。 

• AC パワーアダプターは容易に手が届くよう 
な電源コンセントに接続し、異常が生じた場 
をは速やかにコンセントから抜いてくださ 
い。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、じ(下の 
点にごを意ください。 

- AC パワーアダプターを本棚や組み込み式 
キャビネットなどの狭い場所に設置しない 
で < ださい。 

-火災や感電の危険をさけるた故に、 AC パ 
ワーアダプターを水のかかる場所や湿気の 
ある場所では使用しないでください。ま 
た、 AC パワーアダプターの上に花瓶など 
の水の入ったをのを置かないでください。 
•長い間使わないとさは、 AC パワーアダプ 
ターをコンセントから抜いて<ださい。コン 
セントから损<とさは、コードを引っぱ6ず 
に必ず AC パワーアダプター本体をつかんで 
损いて < ださい。 

へッドホンについて 

まわりの人のことを考えて 

ヘッドホンは、音量を上げすざると音が外にを 
れます。音量を上げすぎて、まわりの人の迷惑 
にな6ないように気をつけましよう。 

雑音の多いところでは音量を上げてしまいがち 
ですが、ヘッドホンで聞くとさはいつを、呼び 
かけ6れて返事がでさるくらいの音量を目安に 
して < ださい。 

機器認定について 

本機は、電波法に基づ<ル電カデータ通信シス 
テムの無線設備として、認証を受けています。 
従って、本機を使用するとさに無線局の免許は 
必要ありません。 

ただし、政下の事項を行うとま律に罰せられる 
ことがあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと 

周液数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.400 GHz から 
2.4835 GHz まで使用でさますが、他の無線機 
器も同じ周波数を使っていることがあります。 
他の無線機器との電波干渉を防止するため、下 
記事項にミち意してご使用ください。 

本機の使用上のま意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では 
電子レンジ等の産業-科学-医療用機器のほか、他の同種 
無線局、工場の製造ライン等で使用される免許を要する移 
動体識別用構内無線局、免許を要しない特定のか電力無線 
局、アマチュア無線局等（政下 r 他の無線局」と略ず）び 
運巧されています。 

1. 本機を使用する前に、近くで r 他の無線局」び運用され 
ていないことを確認してくださし、。 

2. 万一、本機と r 他の無線尉との間に電波干渉び発生し 
た場合には、速やかに本機の使用場所を蜜えるか、また 
は機器の運用を停止（電波の発射を停止）してくださ 
い。 

3. 不明な点その他お困りのことび起さたときは、ソニーの 
相談窓□までお問い合わせください。ソニーのネ目談窓 □ 
については、本取扱説明書をご覧< ださい。 

r — ~ この無線機器は 2.4 GHz 帯を使巧 

^ - 4 U 〇 4 します。変調ち式として DS-SS 変 

L ___ J 調方式を採巧し、ち干渉距離は 

40 m です。 


修理にお出しになる前に、ちラー度点検してく 
ださい。それでち正確に動作しないとさは、お 
買い上げ店または ソニー サービス窓口、 ソニー 
の相談窓口にお問い合わせください。 

音が出ない 

-► プ□セッヴーと AV 機器の接続を確認する。 
-► デジタル機器の光デジタル出力端子とプロ 
セッヴーの DIGITAL OUT 端テをつないで 
いる。 

• プ□セッヴーの DIGITAL IN 端子につな 
ざ直す。 

-► INPUT (入力切り換え）ボタンで 

「 DIGITAL 1(または2)」を選択している場 
合は、つないだデジタル機器の光デジタル 
出力設定が roFF 」 や r 切」になっていない 
か確認する。 

-► プ□セッヴーにつないだ AV 機器の電源を入 
れ、再生を始める。 

-► プ□セッヴーの電源を入れる。 

-► INPUT (入力切り換え）ボタンで、音声を 
聞さたい機器を正しく選んでいるか確認す 
る。 

-► プ□セッヴーの LINE IN 端子に AV 機器の 
へッドホン端テをつないだとさは、つない 
だ機器の音量を上げる。 

今へッドホンを頭の上か6垂直にかけ直す。 

-► へッドホンの音量を上げる。 

-► へッドホンの充電式電池が消耗しているの 
で充電をする。充電をしてもヘッドホンの 
電源ランプが点灯しない場合は、お近くの 
ソニー サービス窓口にご相談ください。 

-► DTS に対応していない DVD 機器で DTS 音 
声トラックを再生している。 

• DTS に対応した DVD 機器を使用する。ま 
たは Dolby Digital や PCM 音声トラック 
を選択する。 

-► DVD 機器（ゲーム機を含む）の DTS デジタル 
出力設定が rOFF 」 や r 切」の状態で 、 DTS 
音声で収録されに DVD を再生している。 

• お使いの DVD 機器の取扱説明書をご覧に 
なり、 DTS デジタル出力設定を rON 」 や 
「入」に切り換えてください。 

-► DVD 機器（ゲーム機を含む）を本機の LINE 
IN 端テに接続している状態で、 DTS 音声で 
収録された DVD を再生している。 

• DIGITAL IN 端子に接続してください。 
( DVD 機器を UNE IN 端子に接続してい 
るとさは、音声が出力されない場合があ 
ります。） 

-► 増設したへッドホンにプ□セッサーの ID が 
設定されていない。 

•へッドホンにプ□セッヴーの ID を登録する。 

音びひずむ、とぎれとぎれになる 
(同時にノイズが出る場合をある） 

-► へッドホンの充電式電池が消耗しているの 
で充電をする。充電をしてもヘッドホンの 
電源ランプが点灯しない場合は、おお<の 
ソニー サービス窓口にご相談ください。 

-► プ□セッヴーとへッドホンの周辺に 2.4 
GHz 帯の周波数を使用する無線や量テレン 
ジなどの機器がないか確認する。 

-► プ□セッヴーの位置を変える。 

-► INPUT (入力切り換え）ボタンで 

「 ANALOG 」 を選択したときに症状が出る 
場含は、プ□セッヴーの ATT スイッチを r - 
8 dBJ に切り換える。 

-► プ□セッヴーの LINE IN 端子に AV 機器の 
へッドホン端テをつないだとさは、つない 
だ機器の音量を下げる。 

-► 本システムの周波数チャンネルの設定を 
「 AUTO 」 に設定してお使いのときは、自動 
的にチャンネルが切り替わったとさに音が 
途切れる場合がありますが、故障ではあり 
ません。 

音がかさい 

-► INPUT (入力切り換え）ボタンで 

「 ANALOG 」 を選択したときに症状が出る 
場をは、プ□セッヴーの ATT スイッチを r - 
8 dBJ に切り換える。 

-► プ□セッヴーの LINE IN 端子に AV 機器の 
へッドホン端テをつないだとさは、つない 
だ機器の音量を上げる。 

一•へッドホンの音量を上げる。 


雑音が多ぃ 

ープ□セッヴーとへッドホンの周辺に 2.4 
GHz 帯の周波数を使用する無線や電子レン 
ジなどの機器がないか確認する。 

ープ□セッサーの LINE IN 端子に AV 機器の 
へッドホン端子をつないだときは、つない 
だ機器の音量を上げる。 

一へッドホンの充電式電池が消耗しているの 
で充電をする。充電をしてもヘッドホンの 
電源ランプが点灯しない場をは、おおくの 
ソニーサービス窓口にご相談ください。 

巧電でまない 

■►ヘッドホンと AC パワーアダプター、電源コ 
ンセントの接続を確認する。 

一充電式電池に劣化などの異常がある。 

• お買い上げ店またはおお<のソニーヴー 
ビス窓口にご相談ください。 

CHG (巧電）ランプが点滅する 

一充電式電池に劣化などの異常がある。 

• お買い上げ店またはお近<のソニーヴー 
ビス窓口にご相談ください。 


保証書とア フターサー 
ビス 

保証書 

• この製品には保証書が;添付されていますの 
で、お買い上げの際お受け取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめの 
ラえ、大切に保をしてください。 
•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べくだ 
さい。 

それでち具合の悪いとさは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓口 
のご案内」にあるおおくのソニーサービス窓口 
にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
さます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場をは、ご要望 
によりち料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではワイヤレスステレオへッドホンの補修 
用性能部品（製品の機能を維持するた故に必要 
な部品）を、製造巧ち切0後6年間保ちしてい 
ます。この部品保ち期間を修理可能期間とさせ 
ていたださます。保有期間が経過したあとを、 
故障箇所によっては修理可能の場をがあります 
ので、お買い上げ店またはソニーサービス窓口 
にご相談ください。 










